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要約

ウデナガカクレダコはマダコ科カクレダコ属に分類される小型のタコで、秋になると本種の

採集のため多くの人々が沖縄島東海岸の浅瀬に集まる。2022 年 9 月～ 12 月の間、7 回調査を

実施し 165 個体のウデナガカクレダコを採集した（最小 6 g、最大 120 g）。個体の位置情報

の記録より、最大 12 個体以上 / 200 m2 の高い生息密度で確認されたが、密集の理由は繁殖

のためだと考えられる。タコのサイズと生息環境については、砂地、藻場を問わず小型から大

型までのサイズが出現したが、浅い砂地には小型個体が多く、深い藻場では中～大型個体が多

い傾向にあった。浅い砂地は大型魚に狙われにくい反面、干出する環境である。藻場は大型海

藻が繁茂し隠れ家や餌となる甲殻類が豊富な反面、大型魚と遭遇する可能性がある。本種の巣

の利用は永続的ではなく移動することから、体サイズが大きくなるにつれて、砂地に比べ餌が

豊富で隠れ場所が多い藻場へ移動すると考えられる。
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1．はじめに

世界には約 270 ～ 300 種のタコ類が記載されており、日本近海には少なくとも 58 種（奥

谷 2013）、そのうち琉球列島には 17 種が確認されている（小野 2013）。ウデナガカクレダコ、

英名 algae octopus、Abdopus auleatus （Norman and Sweeney, 1834）は、マダコ科カク

レダコ属に分類される小型のタコの一種である。沖縄ではもっとも身近なタコであるが、和名

提唱は 2007 年と比較的新しく、過去の図鑑にはアナダコという名で誤って記載されてきた（金

子・窪寺 2007）。本種は熱帯の西太平洋海域にかけて広く分布し、遠浅の砂地・砂礫干潟や藻

場などの潮間帯に生息している（Huffard 2007）。体長は最大 40 ～ 50 cm 程度で非常に腕が

長く（久保・黒住 1995）、腕をすぐに自切する（土屋 2002）。また巣穴の入り口に貝殻やサン

ゴを並べる習性がある（Huffard 2007）。沖縄県平安座島においては方言名で、ンヌジグワァ（佐
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治 2006）、沖縄島では一般的にはシガヤーダコ（もしくはシガイ・シガヤー）と呼ばれている（仲

西 2012）。沖縄島では秋になると、ウデナガカクレダコの採集を目的に多くの人々が東海岸の

浅瀬に集まる（佐治 2006）。
琉球列島のタコに関する研究は、Kaneko & Kubodera (2005）がソデフリダコOctopus 

laqueus を新種記載したことを皮切りに進んだ。ソデフリダコの産卵行動（Kaneko et al. 
2006）、カクレダコAbdopus abaculus、ウデナガカクレダコAbdopus aculeatus の日本初記

録（金子・窪寺 2007）、ナギサアナダコOctopus incella（Kaneko & Kubodera 2007）、オ

グラグンパイダコBathypolypus rubrostictus、ツノナガコダコOctopus diminutus の新種記

載（Kaneko & Kubodera 2008）、ヒラオリダコ Callistoctopus aspilosomatis の行動（Yasu-
muro & Ikeda 2011）、タコ類の漁獲状況（太田・上原　2015）、ソデフリダコとウデナガカ

クレダコの行動リズム（Ikeda & Yanagisawa　2018）、オオマルモンダコの行動（Kawashima 
et al. 2019）、タコ類の視覚・触覚による行動（川島・池田 2019）、ウデナガカクレダコの認知・

学習（Kawashima et al. 2020）、ヒラオリダコの認知・学習（Kawashima & Ikeda 2021; 
Kawashima et al. 2021）と多くの研究がなされた。近年熱帯のタコ類に関しての遺伝学的研

究は中南米で盛んにおこなわれているが（e.g. Lima et al. 2022 ; Lima et al. 2023; Leite 
et al. 2008; Juárez et al. 2018; Pliego-Cárdenas et al. 2016）、琉球列島のタコ類を含む研

究は非常に限られる（Takumiya et al. 2005; Huffard et al 2010a; Kaneko et al 2011）。
このように琉球列島において、分類や室内実験における行動・認知・学習に関する研究は進ん

だが、野外におけるタコ類の出現や分布、体サイズなどの基礎的な研究や遺伝学的な研究は非

常に乏しい。

本研究の目的は、沖縄でもっとも身近なタコ、ウデナガカクレダコについて、調査時期によ

りタコのサイズや個体数に変化があるのか、底質等の生息環境の違いによりタコのサイズや分

布個体数に違いがあるのかを明らかにすることである。

 

2．材料と方法

　2022 年 9 月～ 12 月の間、沖縄島の東海岸の干潟で計

7 回調査（予備調査 1 回を含む）を実施した（表 1、図 1）。
佐治（2001，2006）によると、平安座島におけるウデナ

ガカクレダコの採集は、旧暦の 9 月 9 日前後に始まり旧

暦の 11 月いっぱいとされている。2022 年の旧暦の 9 月

9 日は新暦 10 月 4 日であるため、これを目安に調査時期

を設定した。調査はすべて昼間とし、干潮時にあわせて

早朝から午後のうち 3 時間前後おこなった。調査は 3 人

を基本としたが（2 人採集、1 人記録）、状況により 1 ～

2 人で実施した日もあった。調査日の天気、目視により主
20km

図 1　ウデナガカクレダコの調査場所
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な底質環境および水の濁りの状況を観察し、棒状温度計を使用し水温を記録した。

　ウデナガカクレダコの採集は、小型のエギ（疑似餌）による釣りで実施した。エギを投げゆっ

くりとリールを巻く間に餌と認識したタコが抱き着くので、逃げられないように注意して巻き、

引き寄せたところを手で直接捕獲した（図 2）。
金子・窪寺（2007）によると、ウデナガカクレダコのオスは、第 2 もしくは第 3 腕の腕の

付け根から数えて 11 番目付近に肥大吸盤がある。採集した個体はその場で腕の肥大吸盤の有

無を確認し、雄雌判別をおこなった。雌雄判別後、デジタルスケール（dretec 製）を使用し 0.01 
g 単位で湿重量を測定した。そして、個体が採取された地点の位置情報を iPhone の Google 
Map に全個体記録した。その後 Google Earth にデータを移行したのち、100 m 四方あたり

の個体数を計測しおおまかな生息密度を算出した。初回の2022年9月26日は予備調査のため、

雌雄判別、湿重量測定、位置情報の記録は行わず、採集数のみの記録となった。また調査の際、

タコ捕りの遊漁者に適宜聞き取りをおこなった。

図 2　捕獲したウデナガカクレダコ　
（左：生時のウデナガカクレダコ、右：固定後のウデナガカクレダコ）

表 1　沖縄島東海岸におけるウデナガカクレダコの調査日一覧
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3．結果

3.1．ウデナガカクレダコの採集数の変化

2022 年 9 月～ 12 月の間、計 7 回調査を実施し（予備調査 1 回を含む）、計 165 個体のウデ

ナガカクレダコを採集した。調査日の天気、水温、主な底質環境および潮の状況、水の濁りの

状況を表 1、2 に示した。ウデナガカクレダコの採集個体数と水温を図 3 に示した。2022 年 9
月 26 日の予備調査では 34 個体採集された。10 月 17 日は水温が 27℃で、採集個体数は最も

多く 60 個体であった。10 月 24 日は 23 個体と減少し、11 月 3 日は 22 個体、11 月 21 日は

最も少なく 8 個体の採集であった。11 月 24 日は 18 個体採集されたが、12 月 10 日は水温は

24℃と下がり採集できなかった。11 月後半に入り水温が下がるにつれてタコの採集数が減少

し、捕獲が困難になった。12 月の調査では採集は 0 個体であったが、目視によりタコを複数

確認できたことと、捕獲していた遊漁者がいたことから、数は減少するがウデナガカクレダコ

は干潟に存在していた。

表 2　調査日別のウデナガカクレダコの個体数および最小・最大・平均湿重量 (g)（太
字は本調査における最小、最大湿重量を示す。

図 3　ウデナガカクレダコの採集個体数と水温
（2022 年 9 月 26 日は予備調査のため雌雄判別はおこなっていない）
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3.2．ウデナガカクレダコの体重組成

調査日別のウデナガカクレダコの個体数および最小・最大・平均湿重量を表 2 に示した。6
回の調査を通して、ウデナガカクレダコの最小は、6 g（2022 年 10 月 17 日 2 個体）で、最

大は 120 g（2022 年 11 月 24 日 1 個体）であった。調査日別では、2022 年 10 月 17 日は最

小 6 g、最大 90 g、平均 30 g、10 月 24 日は最小 18 g、最大 68 g、平均 45.4 g、11 月 3 日

は最小 16 g、最大 108 g、平均 47.9 g、11 月 21 日は最小 20 g、最大 93 g、平均 42.4 g、
11 月 24 日は最小 15 g、最大 120 g、平均 68.8 g であった（表 2）。
ウデナガカクレダコの採集日別体重組成を図 4 に示した。2022 年 10 月 17 日は、10~30 g

の小型個体が多く採集された。10 月 24 日は 40 g 前後の中型個体が多かった。11 月 3 日は、

小型から大型まで様々な大きさの個体が採集された。11 月 21 日は、20 ～ 30 g の個体が多かっ

たが、大型個体も採集された。11 月 24 日は小型個体から大型個体まで採集されたが、60 g
以上の大型個体が多かった。

3.3．ウデナガカクレダコの分布

ウデナガカクレダコの採集日別位置情報を図 5 に示した。2022 年 10 月 17 日（水色）、10
月 24 日（桃色）、が 11 月 3 日（紫色）、が 11 月 21 日（橙色）、が 11 月 24 日（白色）採集

の個体の位置を表し、ピンの横のラベルが性別と体重を示している。最も多く採集された 10
月 17 日について Google Earth 上での生息密度は、100 m 四方（10,000 m2）に少なくとも

60 個体以上が生息していた。

4．考察

4.1．ウデナガカクレダコの浅瀬への出現

佐治（2001，2006）によると、平安座島の昼間の干潟でのンヌジグワァ捕り（遊びとして

のウデナガカクレダコの採集）は、旧暦の 9 月 9 日前後に始まり旧暦の 11 月中とされ、年に

よるが新暦では 9 月初旬から 12 月末までにあたる。今回の調査においても出現は 9 月初旬頃

からで、9 月後半から 10 月にかけて最も多く出現し、11 月後半の水温が下がり始める時期に

減少すると考えられる（図 3）。1 月～ 8 月の間にもウデナガカクレダコを捕獲することは出

来るが、その数は激減し（山川彩子 未発表）、断片的にしか調査されておらず今後の課題である。
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図 4　ウデナガカクレダコの採集日別体重組成
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図 5　ウデナガカクレダコの採集日別位置情報（ピンの色が採集日と主な
底質環境を表す。ピン横に性別♂♀と湿重量を記載）

図 6　ウデナガカクレダコのサイズ別位置情報と底質環境（ピンの色がサ
イズを表す。赤ピン：小型 30 g 未満、黄ピン：中型 30 ～ 60 g 未満、緑
ピン：大型 60g 以上）
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沖縄島東海岸において、9 ～ 12 月に浅瀬に本種が高密度で集まる理由は明らかになってい

ないが、タコ捕りを楽しむ人の中では繁殖のために浅瀬に集まると言われている（髙良明志 

私信）。野外におけるウデナガカクレダコに関する研究は、Huffard がインドネシアとオース

トラリアで精力的に行い、本種の基礎的な生態、移動様式、繁殖行動、オス間闘争を詳細に報

告した（Huffard et al. 2005; Huffard 2006; Huffard 2007; Huffard et al. 2008; Huffard 
et al. 2010b）。また Jeni et al.（2018）はインドネシアのパンジャン島で本種のカモフラージュ

行動を明らかにした。インドネシアやオーストラリアでは、沖縄島のように本種が季節的に浅

瀬に集まるという報告はなく、通年潮間帯に多く生息し採餌、繁殖行動をおこなっている。本

種が 9 ～ 12 月に浅瀬に集合する行動は、分布の北限域にあたる沖縄島の集団特有のものであ

る可能性がある。

ウデナガカクレダコは昼行性とされ（Huffard 2007; Jeni et al. 2018）、今回の調査でも

早朝から昼間において多くの個体を発見し、採集することができた（表 1、2）。沖縄島東海岸

においては、冬季の夜間の干潮時には別の種類のタコ（シマダコやワモンダコ）を目的とした

夜間採集（いざり）をおこない、ウデナガカクレダコの採集は昼間に限られる（佐治 2006）。
Ikeda & Yanagisawa（2018）が西表島での 10 月の観察で、本種が昼夜ともに活動している

こと、室内実験でも昼夜ともに活動していることを明らかにした。沖縄島東海岸では 9 ～ 12
月のシーズン中、多い時には数十個体を昼間に捕獲することができるが、夜間の捕獲数は限ら

れる。よって本種は昼夜ともに活動するが、沖縄島東海岸においては昼間の活動が主であると

推測される。

4.2．ウデナガカクレダコの分布

最も多く採集された 2022 年 10 月 17 日について Google Earth 上での生息密度は、100 m
四方（10,000 m2）に少なくとも 60 個体以上が生息していた（図 5）。本種の密度に関しては、

Huffard（2007）がインドネシアのスラウェシ島の潜水目視による観察で 200 m2 に最大 18
個体と記した。方法が異なるため一概には言えないが、沖縄島東海岸においても 10 月 17 日

については同程度の高い生息密度（12 個体以上 / 200m2）であったと推測される。他の採集

日においても位置情報が近接していることから、本種はかなり密集して生息していると考えら

れる。

本種が密集している理由は、繁殖行動をおこなうためだと考えられる。タコの交接は、オス

が交接腕を伸ばして精包をメスの外套腔内に挿入し、渡すことでおこなわれる（池田 2022）。
Huffard et al.（2008）はインドネシアのスラウェシ島での観察で、主に配偶者保護による交尾、

一時的な交尾、スニーカー交尾という 3つの繁殖行動を報告した。配偶者保護による交尾では、

大型のオスとメスは隣接する巣穴を持ち、オスは自分の巣穴にいながら交接腕をメスの巣穴ま

で伸ばし、繰り返し交接をおこない他のオスを排除する（Huffard et al. 2008）。沖縄島にお

いてもこのような繁殖行動を行うために、密集して生息していると考えられる。
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4.3．ウデナガカクレダコの体サイズと生息環境

ウデナガカクレダコのサイズ別位置情報と底質環境を図 6 に示した。湿重量 30 g 未満の小

型（赤色）、30~60 g の中型（黄色）、60 g 以上の大型個体（緑）にわけて示した。底質環境は、

砂地、藻場を問わず、小型から大型まですべてのサイズが出現したが、A の浅い砂地（砂・礫・

転石）には小型個体が多く、C、D の藻場（大型海藻・ホンダワラ類）では、中～大型個体の

割合が多くなった。A の浅い砂地は天敵である大型魚に狙われにくい反面、干出する厳しい環

境である。C、D は干出せず大型海藻が繁茂し隠れ家や餌となる甲殻類が豊富な反面、大型魚

と遭遇する可能性がある。本種の巣の利用は数日から数週間とされ（Huffard 2007）、永続的

ではなく巣を移動することから、体サイズが大きくなるにつれて、砂礫地に比べ餌が豊富で隠

れ場所が多い藻場環境へと移動すると考えられる。

一方、調査日別のウデナガカクレダコの体重組成では、シーズンの初めの 10 月は小型個体

の採集が多く、後半になるにつれて中型、大型個体が多くなったことから（図 4、表 2）、タ

コが成長したと考えることもできる。しかし各調査日における底質環境が異なっているため

（表 2）、単年度の調査では、本種のサイズの違いが採集時期によるものか、生息地の底質環境

によるものか（もしくはその両方か）を明らかにすることは難しい。遊漁者からの聞き取りや、

著者らが複数年にわたりプライベートでタコ捕りを行ってきた結果、10 月初旬のシーズン初

めから大型個体を多数捕獲する年があること、採集時期を問わず大型個体は深い大型海藻藻場

に多いことが経験的にわかっている。これらから、ウデナガカクレダコは基本的に底質環境を

問わず小型から大型まで様々なサイズが生息するが、干出する浅い砂地には小型サイズが、深

い藻場には中型～大型サイズが多く分布する可能性がある。

5．ウデナガカクレダコの資源の状況

沖縄県で現在共同漁業権の対象になっているタコ類は、ワモンダコOctopus cyanea（方言

名：島だこ、ターク）、シマダコOctopus ornatus（シガイ、シガヤー）、サメハダテナガダ

コCallistoctopus luteus（シガヤー）の三種で、資源管理がおこなわれている（沖縄県水産課

https://www.pref.okinawa.jp/site/norin/suisan/gyogyo/gyogyouken.html, 2023年11月13日閲

覧）。ウデナガカクレダコは漁業権から外れているため、毎年 9 ～ 12 月に多くの遊漁者がタ

コ捕りをおこない、捕獲している。ンヌジベント（平安座島発祥のテグスにマダライモガイと

ビーズを 5 ～ 6 個つけたタコ捕り用の漁具）を使用した伝統漁法では、釣り針がないため逃

げられることが多く、たくさん捕獲することは難しい。そのため現在は針のついたエギを使用

した釣りでおこなう遊漁者がほとんどであり、簡単に大量に捕獲することが出来る。また本種

は食用としてだけでなく、ハマフエフキ（タマン）やロウニンアジ（ガーラ）など大型魚の釣

り餌としても非常に人気があり、メルカリ等の個人売買サイトでも「シガヤー」、「シガヤーダ

コ」で大量に取引されている。このように、自家用消費だけでなく個人で売買をおこなうことで、

必要以上に本種は捕獲され、乱獲が進んでいる可能性がある。ウデナガカクレダコは漁業対象
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種ではないため漁業者への影響はないが、その資源量は減少傾向にあると言われている。今後

持続的に利用していくためにも、遊漁者のウデナガカクレダコの捕獲については注視していく

必要があると考えられる。
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